
 

 

 

斑点米カメムシ類の多発に注意 !  
 

斑点米カメムシ類の生息数が多く、斑点米被害の増加が懸念される。適切な畦畔雑草の管理、

出穂後の本田防除の徹底が必要である。 

◎病害虫名  斑点米カメムシ類 （アカスジカスミカメ等） 

１ 発生地域：県下全域 

２ 発生程度：多い 

３ 注意報発令の根拠 

（１）７月２～３日の水稲病害虫定点調査の結果、畦畔・雑草地での斑点米カメムシ類の捕獲虫数

は 8.52 頭で平年（7.66 頭）より多い（表）。 

（２）特に、アカスジカスミカメ（写真）の捕獲虫数は過去最も多く（図）、畦畔・雑草地のイネ科雑草

の除草が不十分な地点で生息密度が高い傾向にある。 

（３）７～８月の気温は高いと予想されており、斑点米カメムシ類の活動が活発になると推測される。 
 

４ 防除対策 

＜雑草対策＞ 

（１）斑点米カメムシ類の増殖を抑えるため、早急に畦畔・雑草地の草刈りを徹底する。 

（２）イネ科雑草の穂が斑点米カメムシ類の好適な餌となるので、草刈りの後も穂が出ないように 

管理する。やむをえず穂が出ている雑草を刈る場合は、本田薬剤防除の直前に行う。 

（３）アカスジカスミカメは水田内のヒエ、ホタルイなどの雑草を好むので、水田内の除草に努める。 

 

＜薬剤防除＞ 

（１）「てんたかく」等の早生品種では、穂揃期と傾穂期の２回の基本防除を確実に実施する。また、 

「コシヒカリ」及び晩生品種では、穂揃期の防除を徹底する。 

（２）防除の際には、畦畔にも薬剤がかかるように散布する。 

（３）近隣に雑草地や麦あと不作付地がある水田においては、斑点米カメムシ類の発生が多くなる 

場合があるので防除を徹底する。 

（４）割籾の発生が多いと予想される場合や散布後も水田内に斑点米カメムシ類が認められる場

合は、追加の防除を確実に実施する。 
  
＜留意事項＞ 
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※農薬散布にあたっては、事前に周辺住民等に対して十分な周知に努め、周辺作物や住宅 

地等への飛散防止を徹底するとともに、農薬の使用回数、使用時期等の基準を遵守する。 

※養蜂が行われている地域では、農薬散布前に養蜂業者へ連絡するなど、ミツバチの危害防 

止対策に努める。 
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【参考資料】 

◎ 斑点米カメムシ類生息密度調査結果 

表　水稲病害虫定点調査【畦畔・雑草地】
（７月２～３日、すくい取り２０回虫数）

　　　カスミカメ 　　　カメムシ (その他斑点米ｶﾒﾑｼ類を含む)

 確認 頭数  確認 頭数  確認 頭数  確認 頭数

地点率(％) 地点率(％) 地点率(％) 地点率(％)

本年 35.6 6.07 33.3 2.32 0 0 51.1 8.52

前年 40.0 3.20 46.7 2.56 8.9 0.20 71.1 6.09

平年 44.2 3.60 58.3 3.71 11.6 0.18 77.1 7.66

合　　　計アカヒゲホソミドリ トゲシラホシアカスジカスミカメ

 

※調査地点数４５、平年値は過去１０年間の平均 

※その他の斑点米カメムシ類はアカヒメヘリカメムシが主体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先   農業研究所 病理昆虫課 

TEL076-429-5249    FAX076-429-2701 

写真 アカスジカスミカメ成虫 図 畦畔・雑草地におけるアカスジカスミカメの生息年次推移 

（７月５日頃調査） 


